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2.新らしい協力剤 GD-11の Pyrethroidsに対す る協力作用 杯 晃丸 向 晩 山Fj 宏
田中哲雄 (大正製薬株式会社研究部防虫科学研先客)46.12.20受P_.

祈らしい協力札 GD111はイエバェ成虫に対する LD60他よりみて.phthalthrjnに協力効果が
認められる.しかし,p.butoxide,S-421よりも劣る.

Pyrethrinsに対して,GD-11とp.butoxideの混合班FT]により協力効果があることは邦味ぶかい.

pyrethroidsの協力剤に関する報告は多 く.pipe･

ronylbutoxideはpyrethrinsに S-421はallethrin

に効果的といわれている8). 本実験では田近,開発さ

れた協力剤の GD-11の効果について検討し,知見を

柑たので和告する.

本文に入るに際t.I.抑田村賜っT:名古屋大学凸学部

弥富百三教矧 こ謝.Bを表する.まT=,frgiな試料の御

提供をいただいた市砂香料工業抹式会社に御礼申し上

げるとともに,発表の機会を与えていただいた当社の

符務取締役井川俊一博士ならびに研究部長田巾一郎博

士に謝志を表する.

実験材料および方法

1. tJも試薬剤 本実験に用いたpyrethro'ldsはallc･

lhrin.phthalthrin,pyrethrins(25,00'ェキス)の3

印籾で,いずれも市販の工業用原体である.また.t(U'

力刑は比舵のために piperonylbutoxide,S-421の2
打切をFT]いたが,いずれも工業用原休である.

研らしい協力剤は開発記号を GD-ll(Glidden･

Dorkec祉取払 純度95.0%) と呼ばれ 化学名は

2-(21C2(N,N-dJrelhylamino)ethoxy]ethoxy)bor-

naneで.図1に示めす如き稲造を持つものである.

&0-ctI2CH2-0-CH2CHBN〈cc:;CCH",aCZ8HSSNO2 M.W.297.5

図 1. GD-11の川iu式

享等性についてはM.G.冗.社がalbinorabbitで,忠

性経皮持性をqu定した純米では157.6(92.7から268.3)

mg/kgで,Sherman･Wistcr系のalbinoratを用い

ての急性柁Fl-J!3性は 710(530から940)mg/kgである★

2. 火映方は 火映は当研WL.BL,:で尉 t飼育中のイエ

バエ M〝scadomesh'cazJtCl'naMacqu.,高槻系の羽

化後4-5口rlの雌成虫を用いた.実験は局所施用法,

PLl矧L'F.下法,0.5m3箱型法およびDs型法の4方法で

行なった.

局所触用法;供試薬剤とアセトンで所定濃度に稀釈

★MGK社が各種殺虫剤にGD-11を加えた処方,LB-
873-67の詩性資料である.
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し,イエバエ成虫の胸部背板へ微量注射器で0･5FLtあ
て塗布し,別の容器に移し,餌を与えて25oCから27

●Cの恒温童で飼育し,24時間後の致死虫数を観察し

た.実験は5-6温度区を設け,1回1温度区に20頭.

3連区制で3反役施した.

噴霧降下法;実験は長沢 (1953)2)の記載した方法

に準じ,Deo･Baseで所定氾皮に調製した供試薬剤を

0･5ml噴霧し,時間の経過に伴なう致落下仰転虫数

を観察するとともに,24時間後の致死虫数についても

観察した.

0･5m3新型法;実験は林ら (1969)3)の記載した方

法に恥じ.0.2% Pyretもroids,あるいはこれに協力

剤を加えたエアゾール剤を用いて実施した.

Ds-型は;この方法はベルギ-員務省の L.Detrox

etE.Seutin(1965)I)が報告したものを林ら(1969)l)

が放射を加え,挫作法を定めたもので,エアゾール剤
の検証を行なった.被iii後,30分,4時間,24時間後

の致浴下抑桓虫数を観察した.

4

協力剤の 2種混用の実験は PyretllrOidsに対する

協力剤の混用割合は10倍孟とし,協力剤相互の混合は

単独剤,1成分80%+他成分20%,60%+40%,40%

+60%,20%+80%の割合とした.

実験結果および考察

実験の結果は表1から表7に記載する如くである.

局所施用法の結果についてみれば,pbthalthrinに対

しては1:5,1:10の混用区において効架が認められた.

しかし,p.butoxideや S-421に比較して効米は劣る.

Allethrinに対しては協力効果はなく,他の協力剤

に比較して疏著に劣る.pyrethrinsの場合もallcthrirL

と同じ幌向であるが,1:10の混用区において,わずか

に協力効果があった.

以上の事より,GD-11はphthalthrinを除いて,協

力効果はすくなく,畔剤では実用化は困難である.

しかし.表2の結果より,p.butoxideとの振合使

用により,いずれの Pyrethroidsに対しても協力効

Tableau1. SynergismedeGD-llsurplusieursPyr占tllrOidesselonla
m占thoded'applicationlocale.

Pyrethro言des

Utilis占S seul RapdPeOrt (valTufretdeeLSDyBごeprgg/eian;三cte)S_42lmdlange GD-ll p.butoxide

Phthalthrine 0.470 0.211 0.146 0.119

1:10 0.378 0.130 0.141

All占thrine 0.329 1:5 0.389 0.158 0.168

1:10 0.443 0.184 0.140

Pyr占thrines 0.303 1:5 0.405 0.086 0.135

1:10 0.270 0.059 0.114

N.B.Onautilis占20insectesparioisetparconcentrationeteffectu占

1'exp6rienceen3r占p6titionsaumoyendusystとmede3quartiers
successils.

Tableau2. Synergismedum6langedeGD-lletdep.butoxidesur
plusiursPyr占thro‡des.
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Tableau3. SynergismedeKnock-downdeGDlllsurl'All占thrinechezlaMouche
domestiqueadulte.

py- deRLpeaplvOaernをedc"ombre "o･d' :40rhteaiirte6S
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0

0
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6
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0

9
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9

9

9

9

9

0
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9

2

8

9

3

1
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別

8

5

6

9

2

6

0

2

6

0

6

5

0

2
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5
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5
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Tableau4. SynergismedeKnock･downdeGD-llsurPhthalthrinechezlaMouche
domestiqueadulte.
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Tableau5. SynergismedeKnock･downdeGD-llsurPyr占thrineschezlaMouche
domestiqueadulte.
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Tableau6. Synergisme.de二Kriock･downde･OD-llsurBombesA6r'osoleiiPyi6throide主

ChezlaMouchedomestiqueadulteselonlam6thodedutypeBo王tede0.5m3.
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へ･･42% a116thrine'l
､+2.0% GD-ll
+2.0% p.b.

･1+2.0% S-421 -r

L 0.2% pyr6thrine占
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7
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9
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5
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0

6

5

1

7

3

6

1

3

2

5

5

6

2

4
5

4
4
7
7
7
8
8
7
8

2

.0

7

わー
3

4

0

2

8

5

3

4

5

1

6

1

4

0

9

0

7

3

2

2

2

2

3

1

3

20

20
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20

60

60

60

20

20

20

20

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

29.2

72.5
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98.3

65.0

79.4

100.0

65.0
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100.0

100.0

N.B.M6thodedutypeBo;tede0.5m3.Pulv6risation:2secondes.

Tableau7･ ≡hyenzerlgalSMm:udc;eKdnoOike-sdt?qwunedaedu?t:-sleli.snur.･aBl:The.S蒜 sto;°een,賢桝 oides-

Nom bre No.d't

0.2% All占thrine

+2.0% GD-ll

+2.0% p.b.

+2.0% S-421

0.2% Pyr6thrides

+2.0% GD-ll

+2.0% p.b.･

0.2% Phthalthrine

+2.0% GD-ll

十2.0% p.b.

+2.0% S-421

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

44

7

3

6

0

8

1

6

4

.3

9

7

34
33

39

40
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91

87
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2

4

7

5

2

5

1

8

6

7

4

6

7

3

1

1

7

8

7

8

7

3

1

4

3

3

3

8

2

4

7

5

2

7

6

2

9

7

6

2

6

8

2

4

9

2

2

4

8

7

6

2

5

3

3

2

1

5

3

4

4

N.B.M6thodedutypeDS.Pulv6risationpendant5secondes.

采があった. ことに,pyrethrinsに対す る場合,

p.butoxide80:GD-11を 20,60:40に混合時には興

味ぶかい組架である.なお,他の Pyrethroidsの場

合にも出合の効果はあるが,経済性や製剤上の特徴に

ついて検討の必要がある.

誠3,袈4,誠5にみられる如く,0.2% Pyrethroids

油剤の場合.GD-11の加用で,ノックダウン効果は

高まったが.致死効果については矧 こ混用の効架は認

められない.

表6の結果や表7にみられる如く,エアゾール剤と

した場合,allethrinや phthalthrin単剤の場合より

も効果は増進したが,特に効果的な協力剤とはいえな

い.なお,Ds型法では,かなり効果的である点より,

6

今後,さらに検討の余地はある.また,柾琉感受性や

製剤形態と郊取 経済効果の面でq)検討を,'必要r･卒考.

結 論

GD-11はイエバエ成虫に対す る LD｡ol血よりみて.

phthalthrinに対して協力効架が認められる.しかし,

p.butoxideや S-421よりも効果は劣る.pyrethrins

に対し,GD-11と p.butoxide の混用がW,力効知が

ある点は興味ぶかく,今後,検討すべき点である.

ノックダウン効果については,或る程度の協力効Lfl

は観察されたが.致死効果の面では検討を班する.

なお,他の殺虫剤_Eこ対する協力効果 (他の合成 Py･

rethroids,カ-バメート系殺虫剤,有機燐剤),超斑鳩
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受払 野望剤形闇と効果の関係.航抗性托血に対すろ効

果ならびに経済性についても検討する必出がある.

文 献

1) Detrox,L.etE.Scvtin:ExErafLdcParasJ'Lfca,

TomeXXI.No.2,40(1965).

2) ･良沢純火 :yJ'山村学.18.138(1953).

3) 柿 晃出ら:牧山刑の効力.試験法に関する研先

約文雄.防妓用役山刑脱会.刻5;く(1968).

4) 柿 晃妃ら:柁生動物.20,42(1969).

5) 林 晃史 :防虫科学,34,189(1969).

Risllm占

D'aprdslavaleurdeLD5.ChezlaMouchedO-

mcstjquc,lcsauteursontmisenevidancelesy-

nergismcdcGD-llsurlephthalthrine,mais〔et

erEetestinr6rieuraceluidep.butoxine,oude

S-421.

Ilestaussiintercssantquelem61angedeGD-

1letdep.butoxidepossとdelesynergismesurles

pyr占thrines,quoiqu●il叩ittrとspcu.

D'ailleurs,illautl'examinerp一uscommeson

synergismeestunpcuraiblcquantal'effetmor-

tel,bienqu'ill'aitautantqu'ils'agitdeKnock･

down.

EffetdesSynergistesdePyrithroidesSur]aMoucheDomestiqueR卓sisLantauMalalhion.

AkifumiHAYASHI,T6tsuoTANAKAetMasayoshiHATSUKAD孟(Laboratoircd'EntomologicApplト

quee.SocietdPharmaceutiqueTaisho)Recule19Janvier,1972.BoEyu･KOgaktL,37,7(1972)(avec
unfrancaisr占sum610).

3･ Malathion抵抗性 イエバエに対す る PyrethroidS協 力剤の効果について 相 克4!.

田中哲雄,廿日出正夫 (大正製氷株式会社研究部防虫科学研究室)47.1.19受刑

Malathion抵抗性イエバエを酎除する手段の一つとして,pyrcthroidsの協力剤の氾用効果を突

験し,SI421,TOCPの効果が優れていることがわかった. また'.協力H.rの氾川による malathiorL
の解jgIJ分脈への形弓削こついて火映したところ,S-421

用を持つことが明かになった.

新著らは北Wtf辺におけるイエバエ成虫の殺虫剤に対

する感受蛇について調恋し,札幌で採処されたイエバ

ェが malathionに対して強い蛇抗性を持つことを明

かにした (林ら;1971)2). 抵抗tl･'.イエバエの駆除には

他の殺虫剤を用いることもできろが,交芸ミ拡抗性 もあ

るので.協力剤による効果の和迩も必要である.本末

駿では pyrerhroidsの協力剤を用いて抵抗性の打破

が可価か石かについて検討を行ない知見を和たので報

告する.

本文に入るに際し,御田中を賜った名古屋大学農学

部弥富喜三教授ならびに斉藤哲夫助教矧 こ御礼申し上

げる.また,発表の機会を与えていただいた当社のTf',I

務取締役井川俊一博士,研究部丘田rf7-郎伯士に探測

する.

実験材料および方法

1. 眺試昆虫 実験に用いたイエバエMuscadom･

csh'cavl'cinaMacqu.,は北海道内の各地区より採処

して以来,15世代以上にわたって当研先安で累代飼育

小の系統で,いまなお malathionに強い抵抗性を持

つものである.系統は札幌系 (Linden,0･714〝g),留

と TOCPは mtllalhionの分脚を抑制する作

寿都系 (Linden,40.189/Lg),旭川系 (Linden,4.439

〃g)の3系統で.いずれも羽化後4日から5日日の個

体群である.

2. 眺試非刑 火映に用いた殺虫剤 は malathion

(95.0%以上)で.協力剤は S-421,p.butoxide,IB･

TA.MGK-264,Sulfoxide,n-propylisom および

TOCPの7柾獄で,いずれも工業用原体である.

malathionと協力剤の混用は1:1,1:5,1:10の割

合で調製して実験に用いた.

3. 実験方法 malathionに協力剤を況用した場合

の殺虫力については非剤をアセ トンで所疋氾度に和釈

し,徴用注射耶により,イエバェ珂g成山の胴部門板へ

0.5/Ltあて輪/!1-し.25oCのIJはは でb;,附 して24時間

後の致死山故を税焚くした.火映は1円l汎皮に20匹,

3辿区制で 3反'('u火出した. また,malathionに対
する協JJ刑の効米をiLi化学的に知る予備的な実験とし

て,次の災験を行なった.

U) 札幌系と高槻系の malathionの分解虫につい

て

供試薬剤として,0.125,%malathionェタノ-ル溶

液を準備し,実験は羽化後4日から5日目の雌成虫20
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